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「防災管財課は防災に注力するため、令
和�年度に新設された部署です。町の規模
の小ささを生かし、地域密着の細やかな
施策を大胆かつスピーディに執行し、住民
の生命財産の保護に努めています」。防災
管財課の田端氏は課の発足から携わり、
地域の防災にあたってきました。
iMESH導入前の課題は災害時の情報共
有でした。「災害対策本部と現場とのやり
とりは個人携帯もしくは紙媒体で行われ
ていたため、さまざまな状況確認も個別
の通話に限られ、情報共有に非常に時間
がかかっていました」と田端氏。

新しいシステムに求める条件は「災害時
の情報共有にタイムロスをなくす」ことを
第一に、iMESHを選択しました。

「情報共有のタイムロスをなくす」が
新システム選択時のテーマ
対策本部ですべての情報を一元化

課題は時間のかかる
災害時の情報共有

糸田町役場｜人口：�,���人

地図上で現場の状況を
リアルタイムに確認できる 現場対応が迅速かつ正確に

活用シーンも広がる
現在は災害対策本部に�台と現場実働班
に��台のIP無線機を設置して運用してい
ます。現場とはフローを定めてIP無線機で
通話し、実働班の位置確認や状況伝達は
動態管理システムモバロケでリアルタイ
ムに行っています。「特にモバロケは地図
上での動態管理機能が充実しています。
ステータスの変更で災害現場の状況を判
断できるようにしたり、現場写真を地図上
に添付するなどメリットを感じています」
と防災管財課の門脇氏。
「導入後は情報共有するための時間的な
ロスが大幅に削減されました。特に災害
対策においては通報の順番に関わらず対
応の優先順位を即時判断しなければなり
ません。救助要請など瞬時の判断が求め
られる事案に対して、本部の大型モニタ

ーで現場に出動している実働班の状況が
リアルタイムで把握できるので、臨機応変
で正確な判断が、実働班に素早く出せる
ようになりました」。

「iMESH導入によってシステム的な時間の
制約はほぼなくなり、対応する人間にリソ
ース的余裕ができたことで、現場対応の
迅速性、正確性の向上に繋がりました」と
田端氏。今後は�台増設予定で「避難所で
の保健師の安全確保や避難者のサポート
に活用していきたいです」。

※本事例中に記載の内容は取材当時のものです。

防災管財課の田端氏（左）と門脇氏

福岡県中央の田川盆地の北西に位置し、中元寺川と泌川（たぎり
がわ）の�つの川が町を南北に貫く。人口は約�万人。古くから糸田
原台地を中心に拓けた、自然豊かな町。
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iMESHで情報集約を効率化
音声と位置情報を組み合わせて
山林火災対応にも活用

岳春香町の人千匡
鰐

約
な

□
か

人
豊

る
然

す
自

置
た

位
れ

に
ま

部
囲

東
に

ヒ
々

4
 

県
山るす

岡福
と

は
め

町
じ

春
は

香
を＇ ＇

業務用IP無線システムiMESH
動態管理システムモバロケ

消防団や近隣の自治体と
情報ネットワ ー クを構築し、
円滑なコミュニケ ー ションを実現
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動態管理システムモバロケ

I 紙媒体での情報集約に時間を 線状降水帯対策にも有効
要していた 1 山林火災での活用も

「以前は災害が発生すると紙と電話で被

害状況を連絡 していました。紙での情報

共有は庁舎内を行き来しなければ いけな

かったり、電話は関係各所に何度 も電話

をかける必要があり、被災の 状況を把握

するの にタイムロスがありました」と総務

課の北嶋夏也氏は当時の課題を 教えてく

れました。iMESHは一 斉通話やグル ープ

通話を活用することで情報集約のタイム

ロスを削減できることが導入の決め手で

した。またワンプッシュで必要な場所に情

報を発信でき、受け取る側も受信時の手

数が少ないため、災害時の現場では大き

なメリットになります。

総
務
課
の
北
嶋
夏
也
氏

香春町ではiMESHを消防団と役場の連

絡手段として運用しており、各分団に11

台 、本部に1台と いう機器構成になってい

ます。また、隣接する町とも 通話が行え

る仕様になっているため、お互いの被害

状況を把握したり、応援に駆け付けたり

することができます。IP無線機は操作が

とても簡単で、 導入時に一度操作説明会

を行 っただけですが団員の皆さんが正確

な操作で活用できています。近年線状降

水帯による被害が急増しています。ゲリ

ラ豪雨はに関する天気予報はまだまだ精

度が低く、 どんな状況になっても対応が

できるよう準備を進めており、 iMESHが

活躍する 場 も増えそうです。豪雨だけで

なく、山林火災の現場では動態管理シス

テム「 モバロケ 」 が大 活躍しました。水利

から火元までの距離が長く、 なかなか団

員が現場に到着できませんでした。音声

だけで道案内をすることはと ても難儀で

すが、位置情報がリアルタイムで見える

|消防団以外でも活用できる
便利な機能にも期待

ことで素早く 現地へ誘導することができ

ました。現在は消防団での 運用のみとな

っていますが、 災害時の初動班に持たせ

ることで初動対応を効率化できるのでは

な いかと思っています。また、 現在使って

いる 機能の他に も モバロケの地図上に写

真を張り付けることができる画像プロッ

ト機能や、強制的に無線機の周りの音声

を収音できるモニター機能など便利な機

能があります。このような機能 もどんどん

活用していきたいと思います。
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地図上に写真をプロットすることができる
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―ションの

「災害時には消防無線を使っていました

が、現場にいる限られた人同士しか通話

できていま せんでした」と災害時のコミュ

ニケ ー ションの課題につ いて教えてくれた

のは地域安全課の小川恵祐氏。iMESH導

入にあたっては 「組織をまたいでネットワ
ー クを構築できる点に大きなメリットを感

じました」 と、携帯できるハンディ型の

iMESH端末を導入しました。

現在、 iMESHは火災や自然災害発生時の

連絡手段として活用しています。消防団は

もちろん、同じ西彼杵郡の時津町と もネッ

トワー クを構築 。長与町内だけではなく、

消防団や時津町 も含めて、状況に合わせ

たさまざまな グル ープを作り、グル ープ通

話 を利用しています 。「時津町とは普段か

らよく連絡を取り合っていますが、災害時

に電話が使え なくなってもIP無線機で連

絡手段を確保できていると いう点で安心

しています」と小）1|氏。

|操作が簡単な端末で
スピー ド感のある通話

火災や災害など一 刻を争う緊急時に、普

段 使っている スマホやLINEでの連絡は、

発信側も受信側も手数が多く時間がかか

るの お課題のひとつでした。「IP無線機で

あれば、通話ポタンを押すだけの簡単な

操作でクリアな音声が届けられます。グル
ープ通話や 一 斉通話では、現場にいるす

べて の 人が音声を聞くことができるので、

スピ ー ド感のあるコミュニケ ー ションが

実現しました」と地域安全課の荒木啓二

氏。自治体職員や消防団員は数年で担当

が変わるため、直観的に操作できるIP無

線端末は引継ぎもスムー ズに行えると期

待しています。

I 避難所との連絡も
スムーズに

長与町では災害時の避難所との連絡も、

これまでは各所に設置 された固定電話で

個別に行ってきましたが、時間や手間がか

かるのが課題でした。iMESH導入後は、

無線の さまざまな 通話モー ドを利用する

ことで、各地の避難所と迅速な 情報共有

が可能にな りました。

また、長与町では訓練の意味合 い も含め

て、町内で 行われる 「防火パレ ー ド」や年

末の夜警で も iMESHを活用 。地域の消防

団と自治体がより円滑なコミュニケ ー ショ

ンが取れるようになりました。

小）1|恵祐氏（左）と荒木啓二氏

※本事例中に記載の内容は取材当時のものです。 ※本亭例中に記載の内容は取材当時のものです。
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゜ 大村市役所I人口：96,436人 ® 鳥取市役所I人口：183,638人

引継ぎが簡単 組織をまたいだ通信 初動対応の効率化 市町村合併 職員の安全確保 細かなグル ー プ分け

防災無線の課題を解決！

IP無線で消防、医療、ポランティア

すべてがつながる
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市町村合併により

新たに通信系統を 一本化。

iMESHでスムーズな情報伝達を実現
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| :；悶孟ふ
りました。IP無線だけでほかの組織とも

連絡が取れる体制が構築できました」と

安全対策課防災グループの岩切和久氏。

大村市役所が長年利用していた防災無線

は、無線免許の5年ごとの再申請に手間

がかかること、端末の老朽化やバッ テリー

交換などの費用負担が大きいこと、さらに

組織をまたいだ連絡が必要な場合に個

人の携帯電話など別のツ ー ルを利用しな

くてはならないことなど、いくつかの課題

がありました。それらの課題を解決するた

めに選択したのが業務用IP無線システム

iMESHです。「無線免許の再申請も不要に

なり、誰でも簡単に操作できるので、担当

者が代わった際の引継ぎもスムーズにな

大村市消防団放水競技大会の様子

ー

異なる組織に
一斉に情報伝達が可能

現在の運用は、大村市消防団本部と15個

分団それぞれの車両や幹部団員にIP無線

端末を配備。消防や医療など必要に応じ

て通話グル ー プを設定し、火災や自然災

害が発生した際は初動連絡でIP無線を活

用しています。安全対策課消防グルー プの

前田哲弘氏は 「広範囲かつ複数の組織に
一斉に情報伝達ができるので、初動が効

率的になりました」とiMESHのメリットを

実感しています。

ほかにも大村市医師会と大村市民病院、

さらに災害時に設置される災害ボランテ

ィアセンター にもIP無線端末を配備し、災

害に備えています。「実際の現場では消防

団が使うトランシ ー バー 、広く情報共有し

たい場合はIP無線と、状況に応じて最適

な無線を使い分けています。IP無線機の

音声は明瞭でとても聞き取り やすいのも

いいですね」と前田氏。

I::悶盆テムで

大村市役所では動態管理システムモバロ

ケも活用しています。「各端末の位置情報

をリアルタイムに把握することに加え、倒

木などで通行が困難な道路などをマ ー キ

ングすることで、現場への指示を効率化し

ました。今後は現場写真をモバロケ上で

共有するなど、さらに活用機会を増やして

いきたいと考えています」。

） 
、ージ

AE二l\
前田哲弘氏（左）と岩切和久氏
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|市町村ごとに異なる無線
災害時の情報共有が課題

「9市町村の合併直後は旧市町村で使用

していたそれぞれ別の周波数の無線機を

ひとつの命令系統下で運用していました

が、災害対策本部への惜報集約が非常に

困難であり、通信系統を一 本化する必要

がありました」と危機管理課課長 の植田

孝二氏は当時の課題を教えてくれ ました。

新たな通信ツ ー ルといっても、災害時の対

応に関わるすべての職員に陸上特殊無線

技土免許を取得さ せるのは現実的ではあ

りません。さらに、鳥取市は全国的に見て

も面積の広い市であるため、電波法に抵

触せず、かつ広大なエリアで通信可能で

あることも必須条件でした。

< 

I細かいグループ設定で
必要な情報を届ける

iMESH導入の決め手は 「広く普及してい

る4G通信を利用した無線機で、 一 斉同

報通話、グル ー プ通話、個別通話ができ

ることです。iMESHは無線機がないと業

務が成り立たないタクシ ー やバス業界で

の導入実績も豊富で、信頼性が高かった

こともポイントでした」 と植田氏。 「 リア

ルタイムに端末の位置情報を確認できる

『モバロケ』は速度も分かる ので、万が

ー、 職員が遭難した場合でも、 端末が動

いているのが確認できます。現場職員の

安心安全の向上にも期待しています」。

現在は、 発災時に庁外での活動が想定さ

れる職員や、 避難所の現場スタッフなど

の災害対応班に配備。大規模災害が発

生すると情報が錯綜し、 現場も混乱して

しまう が 「iMESHでは細かなグル ー プ分

けが可能なので、必要な 人に必要な情

報を届けられうようにグル ー プ分けを行

っています。現場の通信需要に応えられ

る編成 が実現しました」 。

I::二孟溢な
令和3年7月の豪雨被害では警戒レベル5

の避難情報を発令し、市内58カ所に避難

所を開設。ここでもiMESHを使った情報

伝達で、スム ーズな避難所運営が実現し

ました。「災害時にこそ、無理のない計画

と運営が重要です。免許 が 不要で通信工

リアの広い無線機 だか らこそ、人や場所

にとらわれない効率的な災害対応ができ

ました」と植田氏。今後は防災行政無線で

は不可能であった、県外の被災地を支援

する派遣職員との連絡手段としての広域

活用を計画しています。
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端末の位置情報を地図上で確認できる

※本事例中に記載の内容は取材当時のものです。 ※本事例中に記載の内容は取材当時のものです。
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大村市役所が長年利用していた防災無線
は、無線免許の�年ごとの再申請に手間
がかかること、端末の老朽化やバッテリー
交換などの費用負担が大きいこと、さらに
組織をまたいだ連絡が必要な場合に個
人の携帯電話など別のツールを利用しな
くてはならないことなど、いくつかの課題
がありました。それらの課題を解決するた
めに選択したのが業務用IP無線システム
iMESHです。「無線免許の再申請も不要に
なり、誰でも簡単に操作できるので、担当
者が代わった際の引継ぎもスムーズにな

りました。IP無線だけでほかの組織とも
連絡が取れる体制が構築できました」と
安全対策課防災グループの岩切和久氏。

防災無線の課題を解決！
IP無線で消防、医療、ボランティア
すべてがつながる

長年抱えていた
無線の課題を解決

大村市役所｜人口：��,���人

異なる組織に
一斉に情報伝達が可能

動態管理システムで
現場を可視化

現在の運用は、大村市消防団本部と��個
分団それぞれの車両や幹部団員にIP無線
端末を配備。消防や医療など必要に応じ
て通話グループを設定し、火災や自然災
害が発生した際は初動連絡でIP無線を活
用しています。安全対策課消防グループの
前田哲弘氏は「広範囲かつ複数の組織に
一斉に情報伝達ができるので、初動が効
率的になりました」とiMESHのメリットを
実感しています。
ほかにも大村市医師会と大村市民病院、
さらに災害時に設置される災害ボランテ
ィアセンターにもIP無線端末を配備し、災
害に備えています。「実際の現場では消防
団が使うトランシーバー、広く情報共有し
たい場合はIP無線と、状況に応じて最適

な無線を使い分けています。IP無線機の
音声は明瞭でとても聞き取りやすいのも
いいですね」と前田氏。

大村市役所では動態管理システムモバロ
ケも活用しています。「各端末の位置情報
をリアルタイムに把握することに加え、倒
木などで通行が困難な道路などをマーキ
ングすることで、現場への指示を効率化し
ました。今後は現場写真をモバロケ上で
共有するなど、さらに活用機会を増やして
いきたいと考えています」。

※本事例中に記載の内容は取材当時のものです。

前田哲弘氏（左）と岩切和久氏

長崎県のほぼ中央に位置する大村市は、東は多良岳県立公園、西
は世界初の本格海上空港である長崎空港が浮かぶ大村湾を望む
空の玄関口。
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大村市消防団放水競技大会の様子

08 09

引継ぎが簡単 組織をまたいだ通信 初動対応の効率化

�つの市町村が合併し、東京��区と同じぐ
らいの広さとなった浜田市。「合併前は旧
市町村それぞれが異なる周波数の移動
系無線を使用していたので、浜田市全域
で利用できる統一した通信手段の確保が
必要でした」と、防災安全課の佐々木氏は
合併後の課題を話してくれました。
「移動系無線で更新するには多額の設備
投資や、災害対応にあたる職員全員の陸
上特殊無線技士免許取得などの問題が
あり、検討の結果、iMESHを本格導入する
ことになりました」。実は導入前にも浜田
市では一部の組織でiMESHを利用してい

�市町村合併後の新たな通信ツール
IP無線の細かなグループ通話で
スピード感のある情報共有が可能に

市町村合併により
通信手段の統一が課題に

浜田市役所｜人口：��,���人

グループ通話で
情報をコントロール

訓練やイベントなど
広がる活用シーン

iMESHの一番のメリットは「無線通話の際
のさまざまなグループ設定をすることで、
より細やかでスムーズな情報伝達が可能
となったこと」と大内田氏。現在は市役所（
本庁、�支所）と消防、消防団に導入してい
て、全体の指揮系統のためのグループや
各組織内のグループなどを作り、運用して
います。
「細かくグループを設定することで、同じ
時間帯であっても異なる通話が可能とな
りました。また、グループ通話で情報を制
御することで、非常時の混乱を抑えること
ができるようになりました」。
例えば市役所と消防とのグループでは災
害対策本部や避難所の立ち上げ等、重要
な事項を共有するために活用しています。

浜田市では災害時以外でもiMESHを活
用しています。「総合防災訓練をはじめと
する訓練では操作の練度向上を行い、実
際の災害対応に備えた準備を行っていま
す。また、無線従事者でなくても簡単に利
用できるので、市のイベントなどでも活用
して災害時の利用に備えています」。

※本事例中に記載の内容は取材当時のものです。

島根県西部に位置する浜田市は日本海に面し、中国山地の丘陵地
が広がる美しい中核都市。平成��年に�市町村が合併して、島根県
で�番目に面積が大きな市となった。
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市町村合併 細かなグループ分け

て、不具合等が少なく、サポート対応もし
っかりしていたこと。さらにコスト面でも
優れていたことが導入の決め手となった
そうです。

コンパクトで軽量なハンディ端末を利用

防災安全課の佐々木氏（左）と大内田氏

「関係部門との災害状況の共有を、スピー
ド感を持って行うことができるようになり
ました」と、グループ通話のメリットを大い
に感じています。

低コストで導入



「これまで、音声による情報収集や情報伝
達を行っていましたが、携帯電話が普及し
ている時代に言葉だけで伝える機器では
限界があると感じていました」と、防災危
機管理課の竹田健之氏は導入前の課題
を教えてくれました。
「IP無線機により画像や動画を送ること
で、多くの災害情報を視覚化して正確に
伝達することができるようになり、これま
で以上に迅速かつ的確な災害応急対策
が可能となりました。加えて、ランニングコ
ストの面でも優れており、コストを抑えな
がらより多くの情報を共有できることが導
入を決めたポイントです」。

情報通信機能を拡充して
災害現場の画像を共有
県のアプリとの連携も実現

iMESHの導入で
情報の視覚化を実現

大分市役所｜人口：���,���人

対策部ごとにグループを編成
県のアプリにも対応

大規模災害時にも安心の
サポート体制

現在、大分市には本庁と�つの支所があ
り、それぞれにIP無線機を配備。災害の
規模が大きくなると災害対策本部が設置
され、各対策部ごとに活動します。その中
でも初動時から現場での対応が求めら
れる対策部には重点的に配備を行ってい
ます。また、市で管理している少年自然の
家やキャンプ場、下水道処理施設、ごみ
処理施設にも配備し、連携が取れるよう
にしています。iMESHではこのグループ
編成も自分たちの手で編集することがで
きるので、組織体制の変更があった際に
も臨機応変にグループを変えることがで
きます。音声での通話だけでなく、テキス
トでもやりとりが行えるので、状況によっ
て最適な方法を選択することで連絡の精
度が高まります。さらに大分県が導入し
た災害対応支援システムのアプリをIP無
線機の中にインストールし、端末を増や
すことなく県との情報共有ができるよう
な仕組みも構築しています。

「モバイルクリエイトは本社が近く、何か
あった場合のサポートも安心です。大規
模災害時には無線機の無償貸出対応も
されているので、心強いです」と竹田氏。
「無線機のサイズも小型化されたため携
帯性が向上しており、操作性もスマートフ
ォンに近く扱いやすくなっています。平時
から利用することで操作の習熟度を高め
ていきたいと思います」。
さらに、標準機能で付いている動態管理
システムモバロケについても運用方法を
検討中で、iMESHの活躍の場はさらに広
がりをみせています。

※本事例中に記載の内容は取材当時のものです。

大分県の中部に位置する県庁所在地で、中核市に指定されている。
北は別府湾に面し、市街地を流れる大野川、大分川の二つの一級河
川が広大な大分平野を形成している。
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低コストで運用 他アプリとの連携 サポート体制

「�市町村の合併直後は旧市町村で使用
していたそれぞれ別の周波数の無線機を
ひとつの命令系統下で運用していました
が、災害対策本部への情報集約が非常に
困難であり、通信系統を一本化する必要
がありました」と危機管理課課長の植田
孝二氏は当時の課題を教えてくれました。
新たな通信ツールといっても、災害時の対
応に関わるすべての職員に陸上特殊無線
技士免許を取得させるのは現実的ではあ
りません。さらに、鳥取市は全国的に見て
も面積の広い市であるため、電波法に抵
触せず、かつ広大なエリアで通信可能で
あることも必須条件でした。

市町村合併により
新たに通信系統を一本化。
iMESHでスムーズな情報伝達を実現

市町村ごとに異なる無線
災害時の情報共有が課題

鳥取市役所｜人口：���,���人

細かいグループ設定で
必要な情報を届ける

災害時にスムーズな
避難所運営が実現

iMESH導入の決め手は「広く普及してい
る�G通信を利用した無線機で、一斉同
報通話、グループ通話、個別通話ができ
ることです。iMESHは無線機がないと業
務が成り立たないタクシーやバス業界で
の導入実績も豊富で、信頼性が高かった
こともポイントでした」と植田氏。「リア
ルタイムに端末の位置情報を確認できる
『モバロケ』は速度も分かるので、万が
一、職員が遭難した場合でも、端末が動
いているのが確認できます。現場職員の
安心安全の向上にも期待しています」。
現在は、発災時に庁外での活動が想定さ
れる職員や、避難所の現場スタッフなど
の災害対応班に配備。大規模災害が発
生すると情報が錯綜し、現場も混乱して
しまうが「iMESHでは細かなグループ分
けが可能なので、必要な人に必要な情
報を届けられうようにグループ分けを行
っています。現場の通信需要に応えられ
る編成が実現しました」。

令和�年�月の豪雨被害では警戒レベル�
の避難情報を発令し、市内��カ所に避難
所を開設。ここでもiMESHを使った情報
伝達で、スムーズな避難所運営が実現し
ました。「災害時にこそ、無理のない計画
と運営が重要です。免許が不要で通信エ
リアの広い無線機だからこそ、人や場所
にとらわれない効率的な災害対応ができ
ました」と植田氏。今後は防災行政無線で
は不可能であった、県外の被災地を支援
する派遣職員との連絡手段としての広域
活用を計画しています。

※本事例中に記載の内容は取材当時のものです。

端末の位置情報を地図上で確認できる

鳥取市は広大な鳥取砂丘と鳥取空港を擁する県内最大の中核市。
平成��年度に�市町村が合併され、人口は約��万人と鳥取県の人
口の�分の�を占める。
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「これまで、音声による情報収集や情報伝
達を行っていましたが、携帯電話が普及し
ている時代に言葉だけで伝える機器では
限界があると感じていました」と、防災危
機管理課の竹田健之氏は導入前の課題
を教えてくれました。
「IP無線機により画像や動画を送ること
で、多くの災害情報を視覚化して正確に
伝達することができるようになり、これま
で以上に迅速かつ的確な災害応急対策
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現在、大分市には本庁と�つの支所があ
り、それぞれにIP無線機を配備。災害の
規模が大きくなると災害対策本部が設置
され、各対策部ごとに活動します。その中
でも初動時から現場での対応が求めら
れる対策部には重点的に配備を行ってい
ます。また、市で管理している少年自然の
家やキャンプ場、下水道処理施設、ごみ
処理施設にも配備し、連携が取れるよう
にしています。iMESHではこのグループ
編成も自分たちの手で編集することがで
きるので、組織体制の変更があった際に
も臨機応変にグループを変えることがで
きます。音声での通話だけでなく、テキス
トでもやりとりが行えるので、状況によっ
て最適な方法を選択することで連絡の精
度が高まります。さらに大分県が導入し
た災害対応支援システムのアプリをIP無
線機の中にインストールし、端末を増や
すことなく県との情報共有ができるよう
な仕組みも構築しています。

「モバイルクリエイトは本社が近く、何か
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帯性が向上しており、操作性もスマートフ
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ていきたいと思います」。
さらに、標準機能で付いている動態管理
システムモバロケについても運用方法を
検討中で、iMESHの活躍の場はさらに広
がりをみせています。
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大分県の中部に位置する県庁所在地で、中核市に指定されている。
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「�市町村の合併直後は旧市町村で使用
していたそれぞれ別の周波数の無線機を
ひとつの命令系統下で運用していました
が、災害対策本部への情報集約が非常に
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がありました」と危機管理課課長の植田
孝二氏は当時の課題を教えてくれました。
新たな通信ツールといっても、災害時の対
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技士免許を取得させるのは現実的ではあ
りません。さらに、鳥取市は全国的に見て
も面積の広い市であるため、電波法に抵
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市町村合併により
新たに通信系統を一本化。
iMESHでスムーズな情報伝達を実現

市町村ごとに異なる無線
災害時の情報共有が課題

鳥取市役所｜人口：���,���人

細かいグループ設定で
必要な情報を届ける

災害時にスムーズな
避難所運営が実現

iMESH導入の決め手は「広く普及してい
る�G通信を利用した無線機で、一斉同
報通話、グループ通話、個別通話ができ
ることです。iMESHは無線機がないと業
務が成り立たないタクシーやバス業界で
の導入実績も豊富で、信頼性が高かった
こともポイントでした」と植田氏。「リア
ルタイムに端末の位置情報を確認できる
『モバロケ』は速度も分かるので、万が
一、職員が遭難した場合でも、端末が動
いているのが確認できます。現場職員の
安心安全の向上にも期待しています」。
現在は、発災時に庁外での活動が想定さ
れる職員や、避難所の現場スタッフなど
の災害対応班に配備。大規模災害が発
生すると情報が錯綜し、現場も混乱して
しまうが「iMESHでは細かなグループ分
けが可能なので、必要な人に必要な情
報を届けられうようにグループ分けを行
っています。現場の通信需要に応えられ
る編成が実現しました」。

令和�年�月の豪雨被害では警戒レベル�
の避難情報を発令し、市内��カ所に避難
所を開設。ここでもiMESHを使った情報
伝達で、スムーズな避難所運営が実現し
ました。「災害時にこそ、無理のない計画
と運営が重要です。免許が不要で通信エ
リアの広い無線機だからこそ、人や場所
にとらわれない効率的な災害対応ができ
ました」と植田氏。今後は防災行政無線で
は不可能であった、県外の被災地を支援
する派遣職員との連絡手段としての広域
活用を計画しています。

※本事例中に記載の内容は取材当時のものです。

端末の位置情報を地図上で確認できる

鳥取市は広大な鳥取砂丘と鳥取空港を擁する県内最大の中核市。
平成��年度に�市町村が合併され、人口は約��万人と鳥取県の人
口の�分の�を占める。
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市町村合併 職員の安全確保 細かなグループ分け
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〒���-���� 大分県大分市東大道�丁目�番��号

開発・製造元モバイルクリエイト株式会社

https://mobacre.jp

本社

〒���-���� 東京都港区高輪�丁目��番�号 IEIイマス高輪ビル�F
東京営業所

〒���-���� 大阪府大阪市淀川区宮原�丁目��番�号 MF新大阪ビル�F
関西営業所

〒���-���� 福岡県福岡市博多区榎田�丁目�番��号 FMT榎田ビル�号
福岡営業所

〒���-���� 沖縄県那覇市松山�-�-�� 合人社那覇松山ビル���号
沖縄モバイルクリエイト株式会社

電気通信事業届出番号 H-��-����
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自治体

事例集
同規模の自治体が見つかる
人口別インデックスつき
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